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9) 田淳賢次:食生活からみた疾病予防.平成12年

度富山市健康教育(豊田地区)， 2000， 11，富山市

豊田地区.

10)田淳賢次:がん予防における食品成分の果たす

役割を考える.平成12年度富山県医師会がん学術

セミナー， 2000， 10，富山市.

11)田淳賢次，進藤勝久:ストーマ造設およびケアー

の最前線(座長・司会).第62回日本臨床外科学

会総会， 2000， 11，名古屋.

12)田津賢次:りんごと健康.平成12年度青森県鯵

ヶ沢町文化功労賞受賞記念講演会.2000， 11，青

森県鯵ヶ沢町.




